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課題別副専攻「平和学」の御案内

■ 「副専攻」は、各学部の専攻課程に加えて修得することの

できる追加的な専攻です。

■ どの学部の学生も修得することができます。

■ 副専攻の修得は、事前の申請等必要ありません。

最終的に卒業時に認定を申請します。かつ、修得は、主
専攻課程に対して追加的なものであり、その修了は必須
でもありません。そのため、各自が、卒業までの間に自由
に修得を試みることができます。
なお、就職活動の際のアピールなどに必要な3-4年生に

は「副専攻履修証明書」を発行します。
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■ 課題別副専攻「平和学」の修了要件

●必修科目の履修 : 「平和学入門」(3年次までに)、「平和
学3年次演習」、「平和学総合演習」(4年生)、「修了ペー
パー」(1万字) (3年次演習必修は2013年度入学生から)

●「コア科目」のうち属性「A」を2科目以上、同「B」を2科
目以上
●以上を含めて、課題別副専攻「平和学」の科目の単位
取得(課題別副専攻「平和学」のためのQコード科目及び

その他のコードの科目で、課題別副専攻「平和学」の科目
として指定されている科目: 24単位以上
●卒業時の総取得単位数が、所属学部の要件(標準125
単位)よりも12単位以上多いこと。
●卒業までに履修登録した全科目についてのGPAが2.5
以上(全科目の平均得点が75点以上に相当。履修を途中
で放棄した科目のGPは0になるので要注意。)
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■ 課題別副専攻「平和学」のためのQコード科目は、「平和

学」の修得を目指していない学生の履修も歓迎します。
◎但し、履修希望者が定員を超えるような場合は、「平和

学」の修得を目指している学生を優先します。
◎また、Qコード科目を卒業に必要な単位に算入するかど

うかは、それぞれの学部が決めています。この点については、
所属する学部の学務係等で確認して下さい。

■ 昼休みの科目は昼食持ち込み可能です。(平和学入門、
平和学3年次演習、平和学総合演習)

■ 2013年度には、3年生向け演習科目を新設しました。

■ 課題別副専攻「平和学」オリジナル・ウェブサイト:
http://www.iess.niigata-u.ac.jp/~peace/ 4

課題別副専攻「平和学」
平和、人権、開発

安全で、みんなが穏やかに暮らせる社会を考えてみよう。

「平和」とは
かつ

核兵器など、大量破壊兵器
による脅し合い

物の破壊ではなく
人を殺傷することを目的とする

クラスター爆弾、地雷

北朝鮮、インド、パキスタンなど、
核兵器を持つ国の増加

「テロリスト」などの非国家主体に
核兵器が渡る危険

地域紛争、内戦
武器の輸出

児童労働、子供兵士
人身売買、強制売春

児童ポルノ

雇用不安
劣悪労働環境
ワーキングプア
貧困の固定

乳幼児死亡率
出産時死亡率

低寿命

栄養不良人口

人種差別、出自差別
ジェンダー差別

独裁、
強制労働、拷問

低識字率
低就学率

マラリア
医療を受けられない
安全な飲み水がない

利権
汚職・賄賂
利益分配

難民
国内避難民

犯罪

路上生活者
スラム

言論・報道統制

北朝鮮国境(豆満江)

ボスニア・ヘルツェゴビナ

マダガスカルの村の小学校

「直接的暴力」のない状態
(戦争など)

「構造的暴力」のない状態
(貧困、不正、抑圧、差別など)



概 要

「平和」とは単に「戦争のない状態」（消極的平和）ではなく、人間が自由に能力を発揮できる状態（積極的平
和）である。しかし、世界各地では戦闘が続いており、飢餓・貧困・人権侵害・社会的差別等によって、人びと
が平穏に暮らせない状況が存在する。積極的平和の実現には、人権の尊重、経済的・政治的安定、安全な環境
等々が必須条件となるため、平和、人権と開発の問題は深く関わっている。
この課題別副専攻では、幅広い分野にわたる広義の平和問題を多角的に理解し、積極的平和に関し主体的に考
え、行動できる人材の育成を目指す。

ね ら い 平和、人権と開発の問題は深く関わっている。この課題別副専攻では、幅広い分野にわたる広義の平和問題を
多角的に理解し、積極的平和に関し主体的に考え、行動できる人材の育成を目指す。

到達目標

１．消極的平和を阻害する現状を認識し、その原因を考察できるようになる。
２．積極的平和を阻害する「構造的暴力」の現状を認識し、その原因を考察で
きるようになる。

３．平和・人権・開発問題の相互連関を認識できるようになる。
４．上記の認識・考察を踏まえ、積極的平和に向けて主体的に行動できるよう
になる。

副 専 攻
委員会委員

○宮田　春夫
　山崎　　健
　渡辺　　豊

認定条件
及び評価
の 方 法

【各プログラム共通の認定条件】
・本副専攻プログラムの「入門科目」を、第３年次末までに履修し、その単位を修得していること。
・卒業時の総修得単位数が、所属する学部の卒業要件単位数に12単位以上を加えたものであること。
・本副専攻プログラムが定めた授業科目から「24単位」以上を修得していること。
・卒業時の全科目のＧＰＡが、「2.5」以上であること。

【各プログラム独自の認定条件等】
・コア科目のうち、属性区分「Ｒ」の科目（必修科目）を全て習得していること。
・コア科目のうち、属性区分「Ａ」の科目から、２科目（4単位）を修得していること。
・コア科目のうち、属性区分「Ｂ」の科目から、２科目（4単位）を修得していること。
・修了ペーパー（１万字程度）を提出すること。
・「平和学総合演習」は最終年次に履修しなければならない必修科目である。
・ コア科目のうち、「平和を考えるA」及び「平和を考えるB」は導入のための科目であり、受講するのが望ましい。
・履修条件については、シラバス記載の各担当教員の指示に注意すること。

プログラ
ムの紹介

戦争だけでなく、貧困、不正、差別、抑圧などもなくすことを目指す平和学

「平和」とはなんだろうか？日本に暮らしているとこの言葉はあまり気にならないかもしれません。しかし、世界では、今こ
の時も、アフガニスタンを含め、しかし、あまり知られていない多くのところでも、非常に多くの人が、国家間の戦争や国家内
の内戦で命を落とし、傷ついています。第二次世界大戦での死者は5千万とも6千万とも言われますが、その終結の1945年から
1995年までの60年間だけで、既に、ラテンアメリカ・カリブ地域で70万人近く、ヨーロッパで13万人近く、中近東・北アフリ
カで100万人近く、サハラ以南アフリカで420万人余り、中央アジア・南アジアで250万人余り、東南アジア・東アジアでは、朝
鮮戦争の300万人、ベトナム戦争の200万人など、1千万人近くが亡くなっており、世界で1,800万人余りが亡くなりました。
第２次世界大戦では、アジア・太平洋の諸国民に大きな犠牲を出し、日本でも、非戦闘員を含め300万人以上が死亡するとい

う大変悲惨な経験をしました。その末期に広島と長崎に投じられた核兵器は、核戦争の恐怖を与え続けています。しかも、核兵
器を持つ国が増えてしまいました。今なお、20,000発以上の核兵器が存在し、何回も人類を絶滅できる威力を保持しています。
昨年から、核の無い世界をめざす機運が世界に大きくひろがってきていますが、この時、被爆国である日本の責務は、大きなも
のがあります。核廃絶の課題は、平和を考える上での原点の一つです。
戦争のない状態＝「平和」と考えるひとが多いと思います。しかし、たんに戦争がない状態だけでは「平和」とはいえません。
戦争がなくても、貧困、不正、差別、抑圧などが社会にある限り、人々は安心して暮らすことができず、これは「平和」ではあ
りません。ノルウェーのヨハン・ガルトゥングは，貧困・差別・抑圧などを「構造的暴力」、直接的暴力だけでなく構造的暴力
もない状態が「平和」なのだと定義しました。そして、世界の至る所に、そのような構造的暴力が見られます。日本社会にも、
貧困から抜け出せない人たち、社会的出身や人種・国籍による差別、ジェンダー差別など、構造的暴力が見られます。日本国内
にも「平和」でない状況が少なくありません。
課題別副専攻「平和学」では、基礎的課題に関する科目、直接的暴力に関する科目、構造的暴力に関する科目、地域的課題に
関する科目、そして実践的課題に関する科目を開講して、世界や日本で人びとの平穏な生活が脅かされる状況を直視し、戦争の
ないことに加えて、人間の尊厳を回復できる国際社会の条件を広い観点から考えます。「平和学」の履修により、世界の人たち
のことを自分に関わることとして考えられる、21世紀にふさわしい国際人になってもらいたいと願っています。
2013年度には、２年次以降の必修科目として、「平和学３年次演習」を新規に開講し、１年次の「平和学入門」と４年次の「平
和学総合演習」及び「平和学修了ペーパー」を円滑につなぐ演習を行います。また、工学部の技術者倫理に関する科目、人文学
部の社会福祉学、農学部の国際的な食糧確保に関する科目、法学部の国際紛争処理法、Ｇコードの「国際教養演習」を新たに「平
和学」科目として指定します。なお、一部の科目をＱコード科目からＧコード科目にし、最終的に「平和学」を修得しない場合
にも卒業に必要な単位数に算入されるようにします。
副専攻「平和学」では、次のところにオリジナル・ウェブサイトを設けています。
http://www.iess.niigata-u.ac.jp/~peace/
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※H・T（オナーズ・タイム）：11時55分～12時45分
属性区分　　Ｒ：必修科目／＊1：最終年次に履修する／＊2：導入のための科目であり、受講するのが望ましい。
　　　　　　Ａ：選択必修科目／Ｂ：選択科目／Ｃ：展開科目　＊aからfのそれぞれの組の科目については、重複履修しても１科目のみを修了に必要な単位に算入する。

分類 属性 開講番号 開講科目名 単位 学期 曜 限 形式 授業担当者 所属 分野 水準
1 コア R 130Q9031 平和学入門【入門科目】 1 第１学期 月 H・T 講義 里見　佳香 非常勤講師 99 03

2 コア R 130Q0059 平和学 3年次演習（H25年度入学生から履修） 1 通年 火 H・T 演習
宮田　春夫
山崎　　健
渡辺　豊

国際センター
人社・教育系（教）
人社・教育系（院実法）

99 04

3 コア R＊1 130Q0032 平和学総合演習 1 第２学期 木 H・T 演習
宮田　春夫
山崎　　健
渡辺　豊

国際センター
人社・教育系（教）
人社・教育系（院実法）

99 05

4 コア R＊1 130Q0049 平和学修了ペーパー 2 第２学期 時間外
宮田　春夫
山崎　　健
渡辺　豊

国際センター
人社・教育系（教）
人社・教育系（院実法）

99 05

5 コア A 130Q0050 平和と現代の国際（グローバル）安全保障論
Peace and Contemporary Security Studies 2 第１学期 火４（一部集中） 講義 高橋　敏哉 非常勤講師 99,35 04

6 コア A 130Q0033 開発と平和 2 第１学期 集中講義 講義 蓮井　誠一郎 非常勤講師 99 03
7 コア A 休講 NGOから見る国際関係―グローバル市民社会への視座 2 講義 99,35 04
8 コア A＊2 130G3237 平和を考えるＡ 2 第１学期 水 3 講義 谷本　盛光・他 自然科学系（理） 75 03

9 コア A 130G3703 平和を考える in 新潟（開講日時変更の可能性あり） 2 第２学期 水 3 講義 粟生田　忠雄・他 自然科学系（農） 75 03

10 コア A＊2 130G3730 平和を考えるＢ 2 第２学期 水 3 講義 山崎　健 人社・教育系（教） 75 03
11 コア A 130L1001 憲法基礎Ⅰ 2 第１学期 金 3 講義 成嶋　隆 非常勤講師 34 03
12 コア A 130L1002 憲法基礎Ⅱ 2 第２学期 水 2 講義 上村　都 人社・教育系（法） 34 03
13 コア A 130L1608 国際関係論 2 第２学期 金 3 講義 黒田　俊郎 非常勤講師 35 03
14 コア B 130L1312 国際法概論 2 第２学期 木 1 講義 渡辺　豊 人社・教育系（院実法） 34 03
15 コア B 130L1306 国際人権法 2 第１学期 月 1 講義 里見佳香 非常勤講師 34 04
16 コア B 休講 International Relations and International Law, Basic 2 講義 34 03
17 コア B 130Q0035 障害者の人権 2 第１学期 集中講義 講義 川島　聡 非常勤講師 99 04
18 コア C 130G3217 国際開発協力（環境と開発演習）＊a 2 第１学期 木 1 講義 宮田　春夫 国際センター 75,35 05
19 コア C H24年度まで 国際開発協力演習（環境と開発）＊a 2 演習 99 04
20 コア B 130G3204 比較地域社会学 2 第１学期 木 1 講義 佐藤　康行 人社・教育系（人） 75 03
21 コア B 130S0003 科学・技術と社会 2 第１学期 月 1 講義 宮田　等・他 自然科学系（理） 16 03
22 コア B 130L1801 マス・メディア論 2 第１学期 木 2 講義 吉田　和比古 人社・教育系（法） 35,38 03
23 コア B 130E1221 アジア経済論Ⅰ 2 第１学期 金 4 講義 溝口　由己 人社・教育系（経） 36 04
24 関連 B 130L1308 特殊講義（国際組織法） 2 第２学期 金 2 講義 熊谷　卓 非常勤講師 34 04
25 関連 B 130L1609 特殊講義（国際政治史） 2 第１学期 水 1 講義 神田　豊隆 人社・教育系（法） 35 03
26 関連 B 130L1607 特殊講義（比較政治） 2 第１学期 月 3 講義 真水　康樹 人社・教育系（法） 35 03
27 関連 B 休講 特殊講義（東アジア国際政治史） 2 講義 35 03
28 関連 B 130H5137 社会学概説Ｄ 2 第２学期 月 5 講義 佐藤　康行 人社・教育系（人） 38 0329 130H3137
30 関連 B 130H5427 現代社会論Ｂ 2 第１学期 月 5 講義 佐藤　康行 人社・教育系（人） 38 04
31 130H3427 14
32 関連 B 休講 社会学特殊研究Ｄ 2 講義 38 14
33 関連 B 130G3216 国際開発協力論：「開発」とは何かⅠ＊b 2 第１学期 水 3 講義 宮田　春夫 国際センター 75,35 05
34 関連 B H24年度まで 国際開発協力論：「開発」概念Ⅰ＊b 2 講義 99 04
35 関連 B 130G3711 国際開発協力論：「開発」とは何かⅡ＊c 2 第２学期 水 3 講義 宮田　春夫 国際センター 75,35 05
36 関連 B H24年度まで 国際開発協力論：「開発」概念Ⅱ＊c 2 講義 99 04
37 関連 B 130G3218 国際開発協力論：「開発」とは何かⅢ 2 第１学期 水 1 講義 宮田　春夫 国際センター 75,35 05
38 関連 B 130G3710 人類共同体のための国際環境政策学 2 第２学期 水 5 講義 宮田　春夫 国際センター 75,35 04
39 関連 C 130G3956 開発途上国の環境と開発：事例研究 2 第２学期 集中講義 演習 宮田　春夫 国際センター 75 05
40 関連 B 130G7055 経済学入門 2 第１学期 月 4 講義 佐藤　芳行 人社・教育系（経） 37 03
41 関連 B 休講 社会経済史入門 2 講義 37 03
42 関連 B 130E1222 開発経済学 2 第２学期 金 4 講義 佐野　誠 人社・教育系（経） 36 04
43 関連 B 休講 人文社会情報論 2 講義 10 04
44 関連 B 130L1007 行政救済法 2 第１学期 月 3 講義 今本　啓介 人社・教育系（法） 34 04
45 関連 B 休講 特殊講義（国際刑事法） 2 講義 34 04
46 関連 B 130L1309 特殊講義（国際紛争処理法） 2 第１学期 金 3 講義 渡辺 豊 人社・教育系（院実法） 34 04
47

関連 B
130T2061

科学技術者の倫理＊d 2 第１学期 木 1 講義 丸山　武男 非常勤講師 51 1348 130T3062
49 130T4049
50

関連 B
130T2062

科学技術者の倫理＊d 2 第１学期 木 3 講義 丸山　武男 非常勤講師 51 1351 130T3063
52 130T4050
53 関連 B 130T6090 土木技術者倫理＊d 2 第１学期 木 1 講義 丸山　朝夫・他 非常勤講師 28 04
54 関連 B 130T1059 技術者倫理＊d 2 第１学期 金 2 講義 山之内　則雄 非常勤講師 28 04
55 関連 B 130T7036 技術者倫理＊d 2 第２学期 集中講義 講義 山内　健・他 自然科学系（工） 54 14
56 関連 B 130T4024 社会福祉論 2 第１学期 木 4 講義 林　豊彦・他 自然科学系（工） 38 15
57

関連 B
130T2065

法と情報社会 2 第２学期 集中講義 講義 佐藤　信行 非常勤講師 10,28 0458 130T3064
59 130T4047
60 関連 B 130H5560 社会福祉学 2 第１学期 集中講義 講義 鍾　家新 非常勤講師 38 0461 130H3560
62 関連 B 130G3219 International Relations in the Asia-Pacifi c Region ＊e 2 第１学期 水 4 講義 張　雲 国際センター 75,70 03
63 関連 B 休講 International Relations in the Asia-Pacifi c Region ＊e 2 講義 75,70 03
64 関連 B 休講 The China-Japan-US Trilateral Relations ＊ f 2 講義 75,70 03
65 関連 B 130G3713 The China-Japan-US Trilateral Relations ＊ f 2 第２学期 火 2 講義 張　雲 国際センター 75,70 03
66 関連 B 休講 アジア経済論 II 2 講義 36 04
67 関連 B 130H3464 環日本海社会論＊g 2 第２学期 水 2 講義 蓮田　隆志 人社・教育系（環東アジア） 31 04
68 関連 B 130H5464 環東アジア社会論＊g 2 第２学期 水 2 講義 蓮田　隆志 人社・教育系（環東アジア） 31 04
69 関連 B 130A1001 食糧資源問題入門 2 第１学期 金 2 講義 青柳　斉・他 自然科学系（農） 62,64 03
70 関連 B 130A1128 食料資源政策論 2 第２学期 集中 集中 講義 木南　莉莉・他 自然科学系（院自然） 64 05
71 関連 B 130A1006 食料資源経済学 2 第１学期 火 2 講義 木南　莉莉・他 自然科学系（院自然） 64 14
72 関連 B 130A1104 国際フードシステム論 2 第２学期 火 4 講義 木南　莉莉 自然科学系（院自然） 64 04
73 関連 B 130G7023 国際教養演習 2 第１学期 月 2 演習 三浦　淳 人社・教育系（人文） 38 03 37

■授業科目リスト（掲載されている学期・曜・限は変更される場合があります。）
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